
 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬山遭難事故が多発しています 

冬山登山はレジャーの延長ではありません‼ 

吹雪から身を守る装備を持ちましょう 
寒冷に耐えることが出来るウェアを着用し、ビバーク装備も携行しましょう。 

視界不良時は地形図、コンパス、GPSなどが頼りになります。 

引き返すことも想定し旗竿やカラーテープ等を持参して、目印を付けながら歩くことも有効です。 

➊ 

➋ 
初心者だけの入山は控えましょう 
吹雪や雪崩はあなたが初心者であっても手加減はしてくれません。 

初心者の方は必ず経験豊富なリーダーや山岳ガイドと一緒に登りましょう。 

➌ 
ちょっとした転倒が大きな滑落事故につながります 
急斜面では転倒した次の瞬間にはどんどん加速して、止めることができないスピードになってしま

います。歩行に少しでも不安がある場所ではロープを利用しましょう。 

➍ 

冬山の難易度は天候で変化します 
ガイドブック等で初心者コースと紹介されていても、天候が悪化すれば上級者でも歯が立たなくな

るのが冬山です。 

ルール状況や天気予報等の情報を集めて、自分たちのレベルと慎重に照らし合わせて進退を判断し

てください。 

➎ 

充分なトレーニングを行いましたか 
夏山で体力を強化しましたか？ 

春山で残雪を歩く練習をしましたか？ 

地形や天気図を読むことができますか？ 

十分なトレーニングによって山頂で達成感と冬山登山の安全性を倍増させましょう。 

➏ 

雪崩を警戒しましょう 
雪の斜面では常に雪崩を警戒しましょう。豊富な知識と経験があっても雪崩を完全に予測すること

は困難です。 

装備を整えて使い方をマスターするだけでなく、積雪を観測し、地形を読んで, 

慎重に行動しましょう。たとえ好天時でも油断しないで冬山に入ってください。 

 毎年、冬山では悲しい遭難事故が起こっています。その原因は「吹雪」「滑落」「雪崩」です。

特に吹雪は視界を奪い方向感覚を狂わせるばかりでなく、体力や気力も奪います。 

 また、固く凍った雪の斜面は死の滑り台になることがあります。 

 冬山登山はレジャーの延長線上にはありません。そこはトレーニングを積んだ登山者だけが立

ち入れる厳しい場所です。 

 登山届の提出は勿論のこと、家族等へも知らせておきましょう。 

 雪に覆われた厳しい冬山で安全に登山を楽しむために、次のことに留意してください。 
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